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甲府やまなみ
ワイズメンズクラブ

●今月の強調目標

キックオフ
P R

●今月のことば

 6月のデータ
会員数:11名　  例会出席:メンバー8名

ゲスト:小宮山稔様、ビジター:ピーター・

マウントフォード(あずさ部部長・甲府)　

例会出席率:73％、ニコニコ:4,700円   

●日時 : 2025年7月2日（水） 18:30〜20:30　

●会場 : 山梨YMCA

●会費 : 1,500円(食事代)　 

今月の例会案内 ( 第 34 回 )　

ハッピーバースデー

●甲府やまなみクラブ会長主題 ： 千里の道も一歩から Part2　　　　

　　～広く仲間を募り、 ともに歩みを進め、 交流の輪を広げましょう～　　米山 俊彦 

●あずさ部長主題 ： 垣根を低くし、 活発な活動を　　 山口 直樹 （東京武蔵野多摩）

●東日本区理事主題 ： ワイズのらしさ再発見 　　　山下　真 （十勝）

●アジア太平洋地域会長主題 ： 信念と愛を持って行動しよう　　田上 正 （熊本むさし）

●国際会長主題：信念、愛、行動　　　エドワード・オン (シンガポール)

・開会点鐘　　　　          米山　俊彦　会長

・ゲスト・ビジター紹介　　      　   司 会 者

・ワイズソング                  　　　　 一    同

・会長あいさつ　　     米山　俊彦　会長

・今月のことば         　　       土橋　順　君 

・ワイズディナー

・定期総会  　　　  議長 米山　俊彦　会長

 前年度事業報告・会計報告・監査報告他

 新年度事業計画・予算案他

・ゲスト卓話　「街の学習塾70年の歩み」

　　　　　　　　   遠藤学習所・遠藤千波　様

・諸報告

・ハッピーバースデー＆アニバーサリー

・YMCAの歌                    　　　　  一　 同

・閉会点鐘                   米山 俊彦　会長 

メン            松本 公夫 (7/23)

パートナー　遠藤 友美 (7/14)　

　ワイズメンズクラブの新しい年度がス

タートしました。

　甲府やまなみクラブにとりましては、

2022年の設立から4年目を迎えました。

そして、昨年度から引き続き、甲府やま

なみクラブの会長を務めさせていただき

ます。1年間、よろしくお願いいたします。

　私は、会長主題を昨年度から引き続いて「千里の道も一歩

から」と定めましたが、今年度はその第二幕としまして、“Part2

～広く仲間を募り、ともに歩みを進め、交流の輪を広げましょ

う～”としました。

　やまなみクラブでは、これまで、ワイズメンズ活動の柱であり

ますYMCAサポート、そして若い人達との協働やその応援、

甲府駅北口広場における国際文化交流イベント「グローバル

フェスタ」の開催やW4W活動など、クラブ設立の考えに基づ

いた活動を一つ一つ着実に進めてきましたが、今年度は、そ

れらの活動に一緒に取り組む仲間をワイズメンズ以外からも

広く求めていきたいと考えています。

　毎月の例会卓話をはじめ、やまなみクラブが行うそれぞれ

の活動について、関心があり思いを同じくする人達にもその

都度、気軽に参加してもらう事で交流の輪が広がり、クラブの

活性化に繋がることを願っています。

　また、合同例会の開催など、クラブ間の交流事業も積極的

に進めていきたいと思います。

　皆様方には、これまで以上にやまなみクラブの活動へのご

支援、ご協力を改めてお願い申し上げまして、新年度にあ

たってのご挨拶とさせていただきます。

会長メッセージ
会長　米山 俊彦「千里の道も一歩から Part2」
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「There is nothing so well done, but may be mended.」

　大槻文彦「言海」の“ことばのうみのおくがき”より  仙洞田安宏君 選
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 やまなみクラブ6月例会は、6月4日(水)山梨YMCA

で開催されました。米山会長の今月の言葉は「米百

俵」、明治初期の長岡藩のエピソードで昨今の“米

騒動”に因んだタイムリーな言葉でした。

　卓話は米山

会 長 の 友 人

で、5月まで山

梨 県 山 岳 連

盟会長を務め

られていた小

宮山稔様から

「山梨の山々」

と い う テ ー マ

でお話を伺い

ました。

　現在、日本

の登山人口は500万人と言われている。このうちいわ

ゆる山岳4団体に所属しているのは約8万人、山梨

県内では山岳連盟に加入している愛好会などのグ

ループは25団体、約650人。年齢では60歳以上が

多いが、登山はお金が掛からないこと、自然志向が

高いことなどが理由。

　山での事故で一番多いのは“道迷い”で、最近

ニュースにもなった遭難救助に使われるヘリコプ

ターの有料化の是非(1回の出動で80万円掛かる) も

話題になる。小宮山さんは山岳会の一員として救助

活動にも携わった経験があり、遭難事故の恐ろしさ

を紹介された。

　登山時の携行品で推奨しているものとして、サバイ

バルシート(体温の低下を防ぐための、薄くて軽いア

ルミ製のシート)、漢方薬ツムラ68番:「芍薬甘草湯エ

キス顆粒」(筋肉のけいれんを伴う痛みに効果があ

る)、「ココヘリ(発信機)」(AUTHNTIC JAPAN社が提

供する会員制捜索ヘリサービスで上空から受信機

を搭載したヘリコプターで位置を特定し、救助機関

に情報を伝える。)などを紹介。

　山岳県の山梨には「日本百名山」(深田久弥)に12

座が入っている。富士山や南アルプスの山々の信仰

としての登山、近代登山の歴史を紹介されました。山

に囲まれた山梨県に住んでいますが、意外と知らない

ことも多々あり、改めて山梨の山について

認識を深めました。

　諸報告では、田草川担当主事から

チャリティーランへの協力のお礼、やま

なみ農園の玉葱販売の件、7月例会等

について報告・協議がありました。

　出席者メン:米山・松本・渡邊・遠藤(恭

範)・藤原・大澤・仙洞田・田草川、ビジ

ターとして山梨百名山登頂を目指して

いるピーター・マウントフォードさん(甲

府)　ゲスト:小宮山稔様

仙洞田 安宏

▼6月例会ニコニコメッセージより▼

▼前山梨県山岳連盟会長・小宮山稔氏に、山登り

についての注意事項、道に迷った時の対応、登山

の心構え等説明され、山の怖さ等も理解できまし

た。山梨には有名な高い山が沢山あることを知りま

した。               　　　　　　　　　　　　　　  (松本公夫)

▼興味深い山の話を聞かせていただき、ありがとうご

ざいました。　　　　　　　　　　　　　　　 (渡邉　隆)

▼山梨の山々について危険な話も聞きましたので、

楽しい登山からはじめたいです。           (遠藤恭範)

▼今期最後の例会も無事に終わることができまし

た。ありがとうございました。                   (藤原一正)

▼遭難の実態をお聞きし、山を楽しむのには、相応

の責任が伴うことを改めて感じました。 (仙洞田安宏)

【登山用具を持って説明する小宮山様】

▼日時:6月18日(水) 18:30〜20:00

▼場所:山梨YMCA

▼出席者:米山・松本・渡邉・遠藤(恭範)・藤原・仙

洞田

▼主な協議

(1)2024-25年度の事業報告、決算報告の確認

(2)2025-26年度の事業計画、予算案を協議、年

間の例会概要を決定、例会費(食事代)を値上げ

・8月例会:五味醤油店・五味雅子様の「発酵」の話

・9月例会:甲府クラブとの合同例会とし、卓話を山

梨県立大准教授のジェイソン・プラット氏に依頼、

アフガニスタンの現状を聴く。

(3)藤原さんから、6/9開催されたグローバルフェス

タのZOOM会議の報告があった。

役員会報告
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　6/7(土)～6/8(日)宇都宮クラブのホストで開催され

ました。大会登録者数はアジア太平洋地域会長・宇

都宮市長・日本YMCA同盟総主事・西日本区理事・

西日本区会員をはじめ東日本区会員合わせ323名

の登録のもと盛大に開催されました。甲府やまなみワ

イズは米山俊彦会長、仙洞田会員、渡邉が参加しま

した。

　JR宇都宮駅に隣接されている「ライトキューブ宇都

宮」を会場に、まず7部51クラブの会長によるバナー

セレモニーが行われました。

　プログラムに従い山田公平理事より年次報告があり

ました。ユースアクション・ユースボランティアリーダー

ズフォーラム・ユースへの助成金・クラブ充実のため

のCS推進・財務状況の改革・福島にYMCA、ワイズ

をなど紹介されました。

　代議員会では下記の件が承認されました。まずは

2025～27年度理事は山下真会員（十勝）、2027～28

年度理事は鈴木伊知郎会員（宇都宮東）が承認され

ました。

▼ 第28回東日本区大会報告 ▼ 　部の変更について、湘南・沖縄部の沖縄クラブが西

日本区に移動されたことを受けて、「湘南・沖縄部」は

「かながわ部」と

なることに関連

して定款、定款

施行細則の変

更が承認されま

した。

　わがクラブの

今 年 度 実 績 は

「 ノ ン ド ロ ッ プ

賞」、「BF使用

済 切 手 収 集 協

力 賞 」 、 「 環 境

キャンペーン優

秀賞」を受けるこ

とが出来ました。

　クラブ友好締結では「千葉Y’s」と「大阪土佐堀

Y’s」によるDBC締結、「川越Y’s」と「インド・ハイデラ

バードY’s」によるIBC締結がなされました。

　お楽しみの記念落語会は宇都宮Y’s青木会員のご

厚意により、今を時めく「立川晴の輔師匠」をお招き

し、楽しいひと時を過ごしました。晩餐会では「ギョウ

ザの町・宇都宮」ならではの食べ放題を楽しむことが

できました。

　山下真新理事の新年度主題は「ワイズのらしさ再発

見」スローガンは「Change」との理事方針が発表され

大会の幕が閉じられました。次年度の東日本区大会

は縁の深い石巻Y’sでのホストが決定されています。

甲府やまなみも、いつか東日本区大会ホストが出来

るよう、力をつけたいものです。

　

渡邉 隆

【バナーセレモニー : 米山会長は何処に ?】

【晩餐会が始まる前に】

♣ やまなみ農園だより ♣

　6月15日、甲府駅北口の多目的広場とペデストリアンデッキで開

催されているフリーマーケット「甲府空中市(ソライチ)」に初めて出

店しました。この「ソライチ」は、当クラブの米山会長が勤務してい

るNPO法人甲府駅北口まちづくり委員会と山梨放送・山梨日日

新聞社で組織する実行委員会が主催・運営するもので毎月第3

日曜日に開かれています。

　昨年秋に植え付け、6月5日に収穫した玉葱を、4個入り1袋200

円で販売しました。初めての事で手探りでしたので、約80個ほど

用意しました。午前8時から設営を始め9時台までは数個しか売

れませんでしたが、10時台になり人通りも多くなると順調に売れ出

し、11時には完売しました。もう少し用意すればと思いました。手

応えを得たので、来月の出店予約もしました。来月はジャガイモ、

秋にはサツマイモを販売する予定でいますが、天候不順で作物が

順調に育つか不安な部分もあります。店番:仙洞田・松本

フリマに初出店、玉葱販売
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　2024年度会長の皆さま、そしてクラブ会員の皆さ

まへ、心より感謝申し上げます。

　この一年、甲府、甲府21、富士五湖、松本、長野、

甲府やまなみの各ワイズメンズクラブの各地域にお

いて、YMCAの理念のもと、さまざまな社会貢献活

動を展開していただきました。皆さまのリーダーシッ

プと献身的なご協力により、地域の子どもたちや若者

たちに多くの希望と成長の機会がもたらされたことに、

心から感謝いたします。

　今年度は、ユースボランティアとシニアボランティア

が中心となり「銀河鉄道の森プロジェクト」を支えて

いただきました。山梨YMCAが韮崎市中田に整備を

進めているこのキャンプ場は、中央本線を走る電車

の夜景がまるで銀河鉄道のように見えることから名

付けられました。ユースリーダーを中心とした多くの

ボランティアの手によって、遊歩道や森の整備が進

み、「人にも環境にも優しい森づくり」を目指した活

動が着実に広がっています。毎回のワークでは、ワ

イズメンズクラブの皆さまが手作りカレーをふるまい、

世代を超えた交流と支え合いが生まれていること

は、私たちの誇りです。

　また、アジア太平洋地域ユースコンボケーション

（AYC）には、山梨YMCAユーススタッフが日本代表

として選出され、国際的な視野を広げる大きな機会

となりました。AYCへの参加は、地域の若者たちが

自信を持って未来へ歩む力となり、クラブとユースの

交流も深まりました。

　子どもたちの「第3の居場所」づくりやフリースクー

ル支援も進展しています。山梨県では、不登校の児

山梨YMCA総主事　
         中田 純子

童生徒を持つ家庭へのフリースクール利用料補助

が始まり、学びや安心できる居場所の確保に向けた

支援が拡充されました。多様なニーズを持つ子ども

たちが、それぞれの個性を大切にしながら安心して

過ごせる「第3の居場所」づくりは、今後の地域社会

にとってますます重要な課題です。

　親クラブである甲府クラブは、YMCA誕生と共に設

立され、以来、青少年活動や国際交流、地域奉仕

の中心的存在として歩み続けています。ワイズメンズ

クラブの最大の特徴は、YMCAへの変わらぬ忠誠心

と、会員同士の友情・信頼に基づく強い絆です。ま

た、甲府21クラブをはじめとする各クラブが、ユース

アクションや地域イベントで企画段階から協力し、実

際の運営や現場でのサポートを惜しみなく提供して

くださっていることは、山梨YMCAにとって大きな力と

なっています。

　2025年度も、ワイズメンズクラブとYMCAが互いに

支え合い、学び合い、未来を担う子どもや若者たち

のために協働し、地域社会にとって欠かせない力と

なるよう、同じ時を歩んでくださいますようお願いいた

します。会員の皆さまのご協力とご理解を賜りなが

ら、共に歩んでいけることを心より楽しみにしておりま

す。

「共に歩む Y ・ Ys」

▼ 今月のことば ▼

▼ これからの予定 ▼ 
✓7月   8日(火)   グローバルフェスタ準備会(ZOOM)

✓7月上～中旬   ジャガイモ収穫(やまなみ農園)

✓7月20日(日)　ソライチ(北口ペデストリアンデッキ)

✓7月26日(土)    あずさのつどい(評議会)

　　　　　　　　　　　ホスト:東京サンライズ

✓8月1日～3日   アジア太平洋地域大会(熊本)

✓8月  6日(水)　8月例会(山梨YMCA)

✓8月15日(土)　 前期区費納期

✓8月17日(水)    ソライチ(北口ペデストリアンデッキ)

✓8月23日(土)   臨時代議員会(WEB)

✓9月  3日(水)   9月例会(甲府クラブとの合同)

✓9月21日(日)  ソライチ(北口ペデストリアンデッキ)

「There is nothing so well done, but may be mended.」

(この世に補正を要しないほどうまくできたものなど

ない)

　国語学者の大槻文彦が明治期に編纂した「言

海」は、日本初の近代的国語辞典と言われていま

す。その「言海」のあとがき“ことばのうみのおくが

き”に書かれている一節です。

　今、TVドラマで三浦しおん原作の「舟を編む」を放

送しています。これは「大渡海」という辞書を編纂し

ていく過程を描いていて、「言海」を連想させるもの

です。ドラマでも、一つの言葉にかなりのエネル

ギーを費やしていく様が描かれていますが、そうし

て完成した辞書でも、後に修正が必要になること

があるというものです。

　これは、辞書作りに限らず敷衍して言えることだ

と思います。私の仕事である建築設計においても

同様です。わがやまなみクラブは3年前理想の帆

を掲げて出帆しました。その航海は小舟としては

まずまずのものと言えるかもしれませんが、常に満

足することなく進むべき航路へと舵とりをして行き

たいものです。それにしても、もう少し乗組員の数

を増やしたいものですね。


